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人は春子の 内 科F入学式では在校生からお脚

が披露されるなど歓迎を受けていま L-it::がち 占gろぴ

り緊張していたようでした。 ~ ¥. 
・・臥，弘、



~ ||職員の異動をお知らせします。
退職者をお知らせいたします。4月1日付、職員の新規採用、人事異動及び3月31日付、

町民のみなさんよろしくお願いします。新人です。
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【教育委員会事務局文化財保護係】

宮本雅通
京都府出身。

大学で考古学を学び、今金に

はピリカ遺跡の整備事業で 3

年ほど前に移りました。今後は

町職員としての意識を高め広

く町の歴史も勉強して行きた

いと思っています。

【国保病院庶務保兼経理保兼医事悟】

越野 誠

大成町出身。

多々慣れないこともありま

すが、町の役に立てるよう頑張

ります。

【税務課課税係兼収納係】

伊藤 朔

今金町出身。

高校卒業して間もないので、

足りないところもありますが、

町の役に立てるよう頑張りた
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【国保病院外科医長】

山口浩史
4月号広報紙で紹介してい

ます。
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今
後
4
年
間
の
道
政
を
決
め
る
、
北
海
道
知
事
・

北
海
道
議
会
議
員
選
挙
が
4
月
日
日
執
行
さ
れ
、

知
事
に
高
橋
は
る
み
氏
が
、
道
議
に
は
福
原
賀
孝

氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

今
金
町
出
身
と
し
て
知
事
候
補
に
立
候
補
し
た

鉢
目
吉
雄
氏
は
、
健
闘
及
ぱ
ず
涙
を
の
み
ま
し
た
。

投
票
率
は
、
平
成
什
年
度
に
行
わ
れ
た
前
回
の

北
海
道
知
事
北
海
道
議
会
議
員
選
挙
よ
り
、
各

自
治
体
の
投
票
率
が
伸
び
悩
む
中
、
今
金
町
に
お

い
て
は
、
鉢
呂
吉
雄
氏
が
知
事
選
に
出
馬
し
た
影

響
か
、
知
事
が

5

刊
パ
ー
セ
ン
ト
、
道
議
が

5
・
倒
パ
セ
ン
ト
投
票
率
が
上
昇
し
ま
し
た
。

北海道議会議員
届出

候 補 者 氏 名 得票数
番号

国 沢 い さ お 2， 1 2 6 
(自由民主党)

2 ふくはら賢孝 2，338 
(無所属)

届出
候補者氏名 得票数

番号

酒井芳秀
2 7 

(無所属)

2 
いそだ慾

94 
(無所属)

3 
若 山俊 六

65 
(無所属)

4 
いとう秀子

9 7 
(無所属)

5 高橋はるみ
850 

(無所属)

6 
つづき利夫

8 
(無所属)

7 
はちろ吉雄 3，363 
(無所属)

8 
山 田得 生

1 3 
(無所属)

9 上野 慾正 4 
(無所属)

北海道知事

ヒニi候補者得票数の合計t斗候補者得票数の合計

計女

苛
男駅

選挙当日の有権者数

投票者数

棄権者数

投票率

前回投票率

内華塁手
市開

大
雨
の
被
害
を
最
小
限
に

豊
田
地
区
を
流
れ
る
豊
田
幹
従
前
大
雨
災
害
時
に

線
川
は
、
大
雨
で
培
水
し
た
後
発
揮
し
て
い
た
排
水
ポ
ン

志
利
別
川
の
逆
流
を
防
ぐ
た
(
今
金
河
川
事
業
所
に

2
台

め
、
樋
門
で
せ
き
止
め
ざ
る
終
備
)
に
替
わ
り
、
軌
道
台
車
に

え
な
い
状
況
と
な
り
.
そ
の
度
付
さ
れ
た
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト

に
、
農
作
物
や
地
域
の
住
民
を
は
4
台
の
水
中
モ
ー
タ
駆
動

守
る
た
め
貯
ま
っ
た
水
を
ポ
ン
ン
プ
、
発
動
機
、
照
明
、
操
作

プ
で
掛
水
し
て
き
ま
し
た
。
し
が
装
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ポ

か
し
、
ポ
ン
プ
で
の
排
水
も
追
プ
1
台
で
毎
分
初
ト
ン
を
排

い
つ
か
ず
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
で
き
、
ポ
ン
プ
ユ
ニ

ッ
ト
l

農
作
物
が
冠
水
す
る
被
害
を
も
で
排
水
ポ
ン
プ
車
2
台
分
の

た
ら
し
ま
し
た
。

水
能
力
が
あ
り
ま
す
。

2
基

そ
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
フ
ル
稼
働
さ
せ
る
と
4
台
分

止
め
よ
う
と
北
海
道
開
発
局
函
排
水
量
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

館
開
発
建
設
部
で
は
、
後
志
利

で
、
大
雨
が
降
る
た
び
に
段

別
川
左
岸
に
ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト
物
へ
被
害
を
も
た
ら
し
て
き

2
基
を
設
置
し

4
月
げ

目

、

関

豊

田

幹
線
川
流
域
。
被
害
を

係
者
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

小
限
に
食
い
止
め
、
地
域
住

・4
8
舗

の
不
安
が
解
消
さ
れ
る
も
の

:
7
d
期
待
さ
れ
ま
す
。
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q
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【町民課長】

白回壮 二

【建設課長】

稲般 I沼崎

言十

2，62312，88015，503 

2，1891 2， 3741 4， 563 

制 1 5061 940 

83. 45; 82. 431 82. 92 

79.201 75.351 77. 18 

立男訳

選挙当日の有権者数

投票者数

棄権者数

投票率

前回投票率

内票開
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平成11年 8月 1日から 2日にかけ障り続いた大

雨見書.豊田第 3樋門で排水作業をする排水ポ

ンプ寧



ご
入
学

お
め
で
と
う

待
ち
に
待
っ
た
入
学
式
が
、

町
内

7
校
全
て
の
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は

4
月
6
日
に
美
，利
河
小
学
校
で
、
他
の
花
石
小
学
校
、
種

川
小
学
校
、
今
金
小
学
校
、
八
束
小
学
校
、
金
原
小
学
校
、
神
丘
小
学
校

の
6
絞
が

4
月

7
日
に
行
わ
れ
、
各
小
学
校
で
は
、
ピ
ツ
カ
ピ

ッ
カ
に
輝

い
た
新
1
年
生

し
ま
し
た
。

4人の山村留学生美利酒の里|こ

美利河小学校

決めたそうです。

懇親交流会では、里親紹介や家族紹介、 地元家族

紹介が行われビンゴゲームなどで交流を深めていま

した。

4人には、これから自然や動物たちとふれ合う楽

しい学校生活が待っています。 美和Ji日Iの墜を後にす

るときには、どんなに大きく成長していることで

しょうか。

平成15年度の山村留学生の歓迎交流会が4月5

目、 美利河小学校で行われ4人の留学生が入校しま

した。

今年、留学したのは伏見郷志くん(4年生、茨城PIL

ひたちなか市)、山上一歩さん(5年生、佐賀県佐賀

市)、田村絵梨香さん (4年生、神奈川県綾瀬市)、大

前彩t宣彦くん(5年生、 札幌市)の4人。山村留学す

る多くは、保t金者が決める ことが多い中、今回留学

する女の子は、スキーがしたくて自ら 「行きたい」と

• • 
‘自己紹介をする4人の留学生.

左から伏見郷志くん、山上一歩さん、田村

絵梨香さん、大前彰貴彦くん.

交通事故|こ気をつけて

商工会女性部

示

• (. 

新入学児童の交通事故を未然に防こーうと、商工

会女性部では、毎年新入学児童に贈っています。

今年贈ったのは、ビニール製のファスナーケー

ス。ケースの中には町花のチューリ ップを背景

とした用紙に「入学おめでとうJrあかるく げん

きに こうつうあんぜん」と書かれたお母さんな

らではのメ ッセージが添えられていました。

春の)(通安全運動

さき金町交通安全運動推進委員会

新入学児童の入学シーズンをifUえ「春の新入学(

園)児の交通安全運動」がスタートしました。

今金町交通安全運動推進委員会では今金町、ラ

イオンズクラブ、交通安全協会、自治会迎合会に

呼びかけ、交通安全への意識高揚と交通事故を未

然に防止するため、今金小学校と役場前において

4月7日、啓発を行いました。

子どもたちの危険な行動にはIUJ民皆さんで注意

しあい、交通事故を未然に防止しましょう。

ω o 



Cむ

食事は料理の味が良いだけではな

く、その場の雰囲気や空気も良けれ

ばなお、おいしく楽しくいただくこ

とができます。みなさ んも家族や友

人と外出される時はこころとからだ

のために、“空気もおいしい脂"のス

テッカーのあるお庖で、食事を楽し

んではいかがでしょうか?

施しています。“空気のおいしい!苫"とは禁煙・分

煙が行われている外食料理庖を、保健所が雌認し認

定したお庄です。認定されるとステッカーが貼られ

ます。

-育児やしつけに関すること 山降 《叫j

-いじめや不登校に気付いたときn¥¥ g ¥¥ 
-学校生活の悩みに関すること
非行に関すること

.その他

しあわぜ・応援・ネッ トフ ク

院事a:-.. 属医書

-心身の疾病や障害に関する相談等

しあわせ・応援・ネットワーク
私たち民生委員児童委員の“あい言葉"です

-教育のこと

『おいしい食事はその揚の空気から…J
~“空気もおいしい庖"へのご案内~

その他国りごと

民生委員児童委員は、地域の誰もが幸せで、安/らしだ生活

をおくれるようlこ応援します。
伺か心配事がありまし芝ら民生委員児童委員にご相談く

ださい。民生委員児童委員の中には、子どものことを専門
|こ相談し、活動する「主任児童委員」もいます。いずれも任
期は 3年間です。 ちちろん個人の秘密は守ります。

印 の F

で家民
すは生
。青

門
標

(こんなとき民生委員児童委員ヘ)

空気もおいしいお庖

育児在宅生活に関すること ，、'‘
毎日の介護で困っていること 罰事~ ~~
福祉サ ビスの利用に関すること μ里込-1¥
(ホ ムヘルプ、給食、移送、除雪サービスなど)、ミラ事ν1

.施設利用に関すること(デイサービス・ショートステイなど)
介護保険制度に関すること

-その他

暮らしのこと 亨トA
-住まいに関すること 盃P淘 f賢母型炉

近所付き合いに関すること 甜守封/?H

生活費に関すること(職業や年金など) 百汎..

.生活福祉資金など各種貸付制度の利用に関すること
-生活保護に関すること
遊び場、通学路などの危険箇所に関すること
公害や環境衛生に関すること
その他

現在たばこについては健康被害や歩きたばこの問

題などで、新聞やテレビでも大きく取りあげられる

ようになり、人々のたばこに対する関心も高まりつ

つあります。そのためか全国的な喫煙率は下がりつ

つありますが北海道では、男女とも

に喫煙率は全国位の状況です。

たばこによる被害は健康面だけ

でなく、環境面にも大きく影響して

います。その両方への対策のーっ

として“空気もおいしいお広"を道

で認定し、みなさんの健康や料理の

おいしさを守ろうという運動を実

塾協
家族関係のこと
・結婚、離婚に関すること
・親子関係に関すること
-扶養に関すること
.相続に関すること

その他

• 

町司.
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山菜採りの心構え五竺3 ー-
山
菜
採
り
は
、
年
齢
を
問
わ
ず
に
手
軽
に
楽
し
め
る
レ
ジ
ャ
ー
と

し
て
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
毎
年
、
全
国
各
地

で
転
落
や
遭
難
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

す
ず
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
五
カ
幸
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ト
い

hHH比
陪

M
W除
除
時
ド
阪
同
同
ほ
比
い
竹

-
行
さ
え
、
帰
宅
子
定
時
間
手
は
、
必
ず
、
宰
法
号
に
知
ら
せ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

・
自
分
だ
け
の
#
密
の
場
所
だ
か
ら
で
は
、
万
一
の
場
合
、
捜
宮
が

大
幅
に
遅
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
、
羊
怯
で
の
へ
山
は
で
き
る
だ
け
や
め
ま
し
ょ
う

・
山
菜
採
り
に
夢
中
に
な
り
、
万
向
を
見
失
い
述
ワ
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
同
行
者
と
の
位
置
を
お
互
い
に
確
認
寸
る

ι
と
が
え
初
で
す

0

・
万
一
の
場
合
に
、
一
人
が
救
助
を
主
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
、
目
立
つ
枯
草
寺
に
配
念
し
ま
し
ょ
う

・
赤
や
黄
色
孟
の
服
業
が
よ
く
目
立
ち
ま
す
。
仲
間
へ
自
分
の
位
置

を
知
ら
せ
た
り
、
非
常
の
場
合
に
発
見
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
へ
リ
コ
。フ
タ
ー
へ
の
合
図
は
、
傘
、
風
呂
敷
を
振
っ
た
り
、
続
の
反

射
九
も
有
効
で
す
。

-
夫
伎
の
急
変
に
備
え
、
雨
具
や
保
温
効
果
の
あ
る
被
服
の
携
行
が

大
切
で
す
。

同

r時
防
除
院
院
除
崎
除
い
除
隊
除
降
ド
怜
陥

rwvwいい昨

市
伶
い
Lr川
伊
い
限
伸
同
防
降
除
隊
附
比
は
い
同
い
り

・
最
近
は
、
携
帯
電
話
の
L

リ
ア
も
広
が
り
、
山
中
で
も
高
い
と
こ

ろ
で
は
、
通
話
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

-
笛
、
ラ
バ
ノ
オ
手
の
音
の
出
る
も
の
は
、
ク
マ
除
け
や
自
分
の
位
置

を
知
ら
せ
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

・
ア
メ
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
、
ビ
ス
ケ

y

ト
手
は
非
常
食
に
な
り
ま
す
。

.
人
山
コ

l
ス
の
要
所
に
チ

l
プ
や
リ
ボ
ン
手
で
目
印
を
付
け
る
と
、

い
さ
と
い
う
と
き
に
役
立
ち
ま
す
固

・
懐
中
電
灯
・
ペ
ン
ラ
イ
ト
手
は
、
万
が
一
の
場
合
の
必
需
品
で
す
。

五
|
い
悼

h
K
M除
怖
い防レ
片
附
同
比
ほ
い
は
わ

-
迷
っ
た
と
さ
は
、
ま
ず
、
自
分
が
ど
こ
な
の
か
冷
静
に
判
断
し
て

く
だ
さ
い
。

-
万
一
の
場
合
、
宰
族
辛
か
ら
捜
索
願
い
が
出
さ
れ
、
捜
索
隊
が
救

出
に
向
か
い
ま
す
の
で
、
発
見
さ
れ
や
す
い
い
場
所
、
野
宿
に
過

し
た
場
所
を
早
め
に
探
す
午
と
が
大
切
で
す
。

・
笛
を
吹
い
た
り
、
ラ
ジ
オ
の
日
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
上
げ
る
と
捜
索
隊
へ

¥
ノ

の
合
図
に
な
り
ま
す
。

日引
7

一

皆さんから、窓口サービス、道路、登記、年金、

河川、郵便など国の役所の仕事についての苦情、要

望、意見をお聴きして改善を図ります。

相談は無料。お気軽に!

電話、口頭、手紙で行政相談員

にお申し出ください。

総務省行政相談委員の

氏名・住所は

氏名大倉紀子

住所。今金町字今金414-24

連絡先 'o' 2-2772 

(疎遠特急パスの旅)
せたな号札幌争時瀬棚

往復毎日運行 l

.~幌 I 5札 「一「
作 h 一日イヤ*f川 奥幌

9: 0 0主」 尻・
今金|島舎

;?:;恥 2手

直面 時
(J票日 霜了

Ei~'苗圃・面阻F-liß白~~

回・団居重量ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー

m棚港

(東日本海7エリー)
1 4: 5 0発

北槍山

(温泉桁ル前)

1 5: 0 0発

今金
(町民t万一前)

1 5: 1 5発

札幌

C，ンh'!一日イヤルホテル)
1 9: 2 0予定
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三
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一側一ス

0

0
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一録
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一
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一ーヰ1
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E
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内
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一

凶
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道

道

一刻

片
片
一八

r
t
f
t、
工

T

人

供

量

合 01378-7-3963 
官011-241 -0241 

東日本海7工リー側
北都交通

o大

o子

瀬棚

札幌

行政相談員として長年ご活躍されました生亀き

よえさんに代わり、平成15年 4月 1日付けで大倉

紀子さんが総務大臣から行政相談員に委嘱されま

した。

国の役所への苦情は、行政相談員へ

詳しい説明及び受験手続き んも」強

(志願書類)の請求等は各役 ~援護豆』一
場総務課又は、自衛隊函館 '耳 宅診「

地方連絡部今金募集事務所までご連絡くだ

さい。連絡先今金募集事務所

'o'01378-2 -0258 

行政相談員に玄金記ヨーさんが委嘱されました。

平成15年 5月31日(土)まで

18歳以上27歳未満の男子

試験場 |函館駐屯地

。・筆記試験

口述試験

.適正検査

・身体検査

平成15年 6月下旬予定

平成15年 6月1日(日)

行政相談員は
役所と皆さんのパイプ役ですロ

試験種目

試験期日

合格発表

応募資格

受付期間

試

験



] 
みんなで使 う電波だから、みんなにル ルを知っ

てほしいー

電波の利用は、携祢電話の普及に代表されるよう

に市民生活や嫌々な社会経済活動にとって不可欠な

ものとなっており、急速に増大しております。

しかしながら、車傾に搭載された不法CB、不法ア

マチュア、不法パーソナルと呼ばれる多くの不法無

線局が、消防・救急無線、防災無線等の重要無線通信

に混信を与えたり、テレビやラジオに受信障害を与

えるなど社会的な問題を起こしています.

このため、総務省では、広く国民に電波利用環境保

護の大切さを訴えるため、 6月i日の「電波の 日」か

ら10日間を『電波利用保護旬開」と定め、 111波利用に

関する周知・啓発活動を全国的に展開しています。

・電波に関するお問い合わせは

北海道総合通信局

受付時間/午前8時30分~午後5時

(土・日及び祝日は除く)

.不法無線局、混信 ・妨 害 包011-737一∞99

.テレビラジオの受信障害 fiu11- 737ー∞33

.ffi 波 利 用 料管011- 7a--60∞

.その他行政相談 雪011- 70チ-3550

ケケ10開制IJ用
7す

a函量量動 ブ山畿

|イベントスタンプラ
平成 14年度に行いましたコリ ドール交流イベ ント ラ

リーの当選者が、応募総数85人の中から次の25人が決

まり、各町の特産品がプレゼ ン卜されました.

このラリーは、決められた 71HT(八雲町・長万部町・熊

石 IHJ・大成UI]・瀬棚町・北檎山町・今金町)のイベントに

参加していただき、各IIIJ役場やイベン 卜会場に設置し

ていた応募ハガキに、4箇所以上のイベン トスタンプ

を押すと応募できるというものでした。

誌な司法見隊司
第 2号被保険者に扶養

されている配偶者

当選者氏名 (住所)

恵美子九 U¥雲町)

幸 ーさん(八雲町)

聖子丸 (横浜市)

スミエ九 (室蘭市)

正 樹さん(札幌市)

貞 雄丸 (中標津町)

太 貴さん(中標津町)

充潤九 (伊達市)

沙 織さん(函館市)

博子勺 (函館市)

千 代さん(長万部町)

弘子九 (瀬棚町)

国

田

辺

藤

雨

前

，度

加

薮

大西

菅 野

杉 本

川田

木戸;甫

前 田

石 川

(住所)

九(八雲町)

操さん(八雲町)

桂 子さん(八雲町)

甲 希さん(八雲町)

タマ子九(八雲町)

敦 子九 (八雲町)

勝子さん(八雲町)

利 治さん(八雲町)

幸子九(八雲町)

芳園九(八雲町)

忠 夫さん(八雲町)

直 希さん(八雲町)

清美さん(八雲町)

当選者氏名

一喜高 間

落 合

佐 藤

佐 蔵

和 国

吉田

吉 田

鈴木

鈴木

伊豆原

長谷川

中村

東 問

配偶者(第2号被保険者)の
勤 務 先 を 経 由 し て 社 会保

険事務所へ届け出ます。 • • 

八雲の町の花となっている fつつじJ.
八盤町の落部公聞はつつじの名所です.
今年の「務部公園つつじ祭り」では欧諸
ショーや、ジャンボビンゴなど
楽しいイベン卜が盛りだくさんです11

また会場では八雲町の特産品も販売しま
す.
皆さんのご来場をお待ちしております.
.日時16月l日(日)
午前10時~午桂3時

.会嶋/沼部公闘(※雨天時は務部町民セ
ンター}
.お問い合わせ先/問実行'kH会(役場v海
部支所内)'ITO 13767 -7 -2231 

卜¥
八雲町

務部 公 園 つ つ じ 祭 り場
町
りは

川崎
ゴ
ま

'
E
p
h
J
'
uv
 

h

圃ヨ
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ン

創
刊

パ
プ
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d

山
一

訓

槍
オ

pa 

町
ご予約はお早めに!

せたな青少年線行村オープン

@ 

棚瀬

配
偶
者
が
退
職
し
た

配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外

れ
た

会
社
に
就
職
し
た

国
民
年
金
保
険
料
は
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

議2・寺法持政式
会社員など厚生年金 に加入

している方、公務員な ど共

済組合に加入 している方

@ 

手 続きは 、勤務先 で行い

ます。

会
社
を
退
職
し
た

会
社
を
退
職
し

自
営
業
者
と
結
婚
し
た

会
社
を
退
職
し

会
社
員
と
結
婚
し
た

国
民
年
金
保
険
料
は
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

言語1司法見返泊
自営業、学 生 の 方 など

とその配偶者

; ¥()) 
手続き は 、ご本人が町 へ

届け出ます。

会
社
に
就
職
し
た

配
偶
者
が
就
職
し
そ
の

被
扶
養
者
に
な
っ
た

小品のさえずりを聞きながら、さわやかな
汗をかいてみませんか.

-プレー代/1ラウノド高校生以上300円、
中学生以下・70歳以上100円
1日券 高校生以上000円、中学生以下 70崩

以上200門
・用具使川料/クラブポール式200円
・回世券/12ラウンド1113.000円
・問い合わせ先申込先/R檎山町企画商工
観光課百01378-4-5111

北楠山グリーンパークロ01378-6-05:JO

瀬棚宵少年旅行中t1'J"]月18日よりオープンし
ます.キッチンガスコンロ水洗トイレ冷蔵
JiIf.テレビ殴日拙艮など睦闘が光);しているケ
ビンはすでにたくさんのご予約をいただいてお
ります.もちろん、持込テノトサイトもあります
ので皆さんのご利用をお待ちしてます.管理棟
では特産品も販売しています.
.刷}fl料金/ケピンA(0人別)1日!糾!8.000円
ケビンB(4人111)1日l傑5.000円l持込テント1日
li1U600円 *貰テントは10人--20人まで各種取
り揃えております.([日l'ID1. 000円より}※こ
のほかに入村科が必要です(大人1人1日300円)
.問い合わせ先/せたな背少年旅行村管理陳
哩01378-7-3819

/ • • 
胡. • 

第 1号被保険者第 2号被保険者

-口口お知らせ口口・
学生納付特例申請(保険料免除申請)を受付しています。
5月末日までに申請してください。《町民謀年金係》

第 3号被保険者

No.6' 品 コりドー版 j最初 トワーワ構報
司書、込

大成町
秘湯 『渇とぴあ臼別』

石町
熊石あわびの塁フェスティパJ!1

貫震長万部町

レノ

4月よりオープンした協とぴあ臼
別。周阻を大自然に固まれた静かな臼
別渓谷にある硲協は地元湯治客や観
光客に大人気.
お湯は天然硫殿塩泉で無色透明、湯温
は約53度あり、根性皮h引丙や神経痛に
効果があります.
.場所/大成町字宮野(国道沿に
桁板あり)
・入浴料/無料(お心のある方に
消掃協力金として100円前いていま
す。)

熊石特産の fあわぴ」がメインの食
のお祭り.あわぴ食街道・浜焼き街道・
いにしえ食街道など色々な「食」が格
安で味わえます。活アワビが当たる宝
餅まきやYOSAKOIソーラン踊
りの共演などイベン ト盛り沢山。
eSTVラジオ公|刑録音「石原市;)子・
41三喜夫」歌謡ショーも行われます。・IJfHmEI/5月18日(日)
午前9時30分~

.場所/熊石町青少年旅行村

~ナイスシヨット~
あやめ公園パークゴルフ楊

あやめ公図パークゴル71詰カ叫月27日、
オープンしました.全27ホール、あやめな
どの花底、夏場のナイタープレー (7月~
9月まで)等が盤仙されております.
6月下旬-7月中旬には.約7方かぶの 「あ
やめJ~<咲きます.
プレー料金貸しクラブなどの利用料金
も無料となっておりますので、ご家族で
お気軽にお立ち寄りください。
.問い合わせ先/役場建設限

'IT01377-2-245u 
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¥ 

平
成
時
年
度
サ
ハ
リ

ン
地
域
(
樺
太
)
墓
参

-
目
的

サ
ハ
リ
ン
地
域

(
峰
太
)
に
お
い
て
、
物
故
し
た

方
々
の
遺
族
が
現
地
を
訪
問
し
て
墓
参
を
行
い
、

併
せ
て
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
友
好
親
善
を
図
る
。

-
実
施
時
期

平
成
町
年
8
月
M
白
川
1
初
日
附
6
日
間

※
定
期
航
空
路
の
日
程
に
よ
り
、
実
施
期
間
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

-
墓
参
地
域

4
地
域

5
箇
所

ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
(
旧
山笠
原
)
、
ド
リ
ン
ス

ク
(旧
落
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ヴ
ズ
モ
l
リ
エ

(
旧
白
浦
)、

ク
ラ
ス

ノ
ゴ
ル
ス
ク
(
旧
珍
内
)
、
ウ
グ
レ
ゴ
ル
ス
ク
(
旧
恵

須
取
)

-
募
集
人
員

ω名

・
参
加
遺
族
の
範
囲

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
(
た
だ
し
、
過
去

に
こ
の
墓
参
に
参
加
し
た
方
及
び
そ
の
親
族
を
除

く
)

ω北
海
道
内
に
居
住
(
住
民
登
録
)
さ
れ
て
い
る

方ωサ
ハ
リ
ン
地
域
(
樺
太
)
に
埋
葬
又
は
納
骨
さ

れ
て
い
る
方
の
配
偶
者
及、
ひ
三
親
等
内
の
親
族

ω旅
行
に
耐
え
ら
れ
る
健
康
状
態
に
あ
る
方

圃
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
保
健
福
祉
部
保
護
課
調
整
・援
護
グ

ル
ー
プ
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ハロ
l
ワ
l
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
繊
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

な
お
、
北
袷
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
峨
員
派
遣
日
に
峨
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
日
時

V
5
月
刊
ω
日
同

午
後

1
時

1
午
後

5
時

V
5
月
鈎
日
附

午
前

9
時

1
正
午
ロ
時

。
連
絡
先

[北
槍
山
織
業
相
談
室
】

包

0
1
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7
8
1
4
5
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2
4入

れ

る

と

き

可

が
必
要
で
す
。
必
ず
係
ま
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

。
山
火
事
発
見
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1
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番
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1
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に

通
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ら
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今
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《
股
林
振
興
畝
畜
産
林
務
係
》

小
型
船
舶
の
免
許
制
度

が
新
し
く

平
成
同
年
6
月
1
日
か
ら
、
新
し

い
小
型
船
舶
の
免
許
制
度
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す

O
小
型
船
舶
操
縦
士
の
資
格
区
分

に
つ
い
て
、
モ
ー
タ
ー
ボ
1
ド
等

[ハロ
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ワ
l
ク
函
館
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法
律
的
な
問
題
、
紛
争
の

解
決
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

裁
判
所
で
は
、
法
律
的
な
問
題

を
抱
え
、
紛
争
の
解
決
に
悩
ん
で

い
る
方
々
に
対
し
、
紛
争
解
決
の

手
続
等
に
関
す
る

「受
付
相
談
」
を

各
裁
判
所
の
窓
口
で
常
時
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月

1
回
次
の
と

お
り
瀬
棚
町
で
受
付
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

民
事
関
係
の
紛
争
。
家
事
関
係

の
紛
争
等
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
を
受
け
た
い
方
は
、
毎
月

第
1
金
曜
日
ま
で
に
函
館
の
裁
判

所
に
電
話
で
相
談
の
予
約
申
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

V
相
談
日
/
5
月

M
日
川川
、
6
月

日
日
同
マ
午
後
l
時
泊
分
か
ら
午

後
4
時
羽
分
ま
で

V
相
談
場
所
/
瀬
棚
町
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

「や
す
ら
ぎ
館
」
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V
予
約
方
法
/
函
館
の
裁
判
所
に

電
話

(8
0
1
3
8
1
4
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の
2
区
分

(
i
級
・
2
級
小
型
船
舶

操
縦
士
)
と
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
専

用
区
分
(
特
殊
小
型
船
舶
操
縦
土
)

と
を
あ
わ
せ
た

3
区
分
に
な
り
ま

す
。

O
現
在
お
持
ち
の
海
技
免
状
は
、

そ
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
ま
で

は
、
新
た
な
免
許
証
と
み
な
さ
れ
、

引
き
続
き
有
効
な
も
の
と
し
て
使

用
で
き
ま
す
。

(
引
き
換
え

の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
)

O
小
型
船
舶
の
船
長
が
遵
守
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
と
し
て
、

酒
酔
い
操
縦
及
び
危
険
燥
縦
等
の

禁
止
、
免
引問
者
の
自
己
操
縦
、
救
命

胴
衣
の
着
用
義
務
等
が
明
確
化
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
遵
守
事
項

に
違
反
し
た
場
合
は
、
免
許
の
使

用
停
止
処
分
と
な
り
再
教
育
講
習

を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

O
改
正
日
以
降
、
は
じ
め
て
更
新

や
再
交
付

の

‘

を

す

る

と

き

に
は
、
こ
h

加
え
、

本
籍
の
記

に
な
り

官庭 030※ げ z日 l
ベ相分土て詩の 5
P談キ白申相前 l、

f担 b 、し談の内
裁当午祝込の坦線
半11者後日ん

所 4品産?52:
裁 zまくだで惟 l
判悶で午さあ日平
所型 前いるま、
書ノス 8 旨で 4日
記家時告に談

登
記
相
談
所
の
開
設

登
記
相
談
所
を
次
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
さ
れ
た
内
容
は
、
決
し
て

ほ
か
に
も
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
費
用
は
無
料
で
す
。

。
相
談
内
容

V
不
動
産
(
土
地
・
建
物
)
の
売

買
・贈
与
・相
続

V
抵
当
権
の
設
定
・抹
消

V
会
社
・法
人
の
登
記
な
ど
、

登

記
に
関
す
る
相
談

。
開
設
日
時
及
び
場
所

-
5
月
初
日
同
午
前

9
時
か
ら

正
午
ま
で

・
相
談
担
当
者

/

司
法
書
士
成
田
英
雄

。
場
所
/
役
場
1
階
町
民
相
談
室

。
主
催
/
函
館
地
方
法
務
局

8
0
1
3

8

2

3
1

7
5
l
l
 

農
業
施
設
の

水
難
事
故
に
注
意
!

よたで 稚ら未 発惨す落用学とま合万 が彩も水J'l'1 す水に
うち絶図 家 然こ生なるし水生以jせ元 一子 地響水が水成。が手rJ Il~ 
おに対で庭にのし事な、路が児匂亡用どしで流流や業 5 m作
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じ
ん
肺
管
理
区
分
が
管

理

2
ま
た
は
管
理

3
の

離
職
者
の
方
へ
拡
大

平
成
同
年
1
月
加
日
か
ら

・
管
理

2
の
方
に
も
「
健
康
管
理

手
帳
」
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

・
管
理

3
の
方
で

「健
康
管
理
手

帳
」
を
お
持
ち
の
方
は
、
新
し
い
手

帳
(
黄
色
い
手
帳
)
と
切
り
替
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
健
康
管
理
手
帳
に
よ
り
「
肺

が
ん
に
関
す
る
検
査
」
も
受
診
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
北
海
道
労
働
局
労

働
衛
生
線

(8
0
1
1
7
0
9

2
3
1
1
)
ま
た
は
、
最
寄
り
の

労
働
基
準
監
督
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

林
野
火
災
を
未
然
に

防

ご

う

!

5
月

1
日

か

ら

6
月

初

日
は

林
野
火
災
予
防
実
施
期
間

5
月
間
日
か
ら

初
日
は
強
化
期
間
1

林
野
火
災
は
、

5
月
か
ら

6
月

に
か
け
て

一
番
多
く
発
生
し
ま

~ (. 総
合
公
園
管
理
棟

お
気
軽
に
ご
利
用
を
!

毎
年
、
冬
期

間
閉
鎖
し
て

い
る
今
金
町

総
合

公

園

管

理
棟
(
今
金
小

学
校
嬰
)
が
、

4
月
刊
ω
日
か
ら
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

施
設
内
で
は
飲
食
す
る
こ
と
も

で
き
、
花
見
や
遠
足
な
ど
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
利
用
で
き
る
時
間
帯
に

つ
い
て
は
午
前

9
時
か
ら
午
後

9

時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
・申
込
先
》

役
場
l
階
建
設
線
管
理
係

8
2

o

l
-
-

内
線

1
5
4

社会福祉協議会支より 1115・4・10
叶 i※光の盟学岡.豊寿[副‘社会福祉協議会への多額のご寄付.ご厚意ありがとうご
ざいました.(敬称略)

安達一 夫
細川徹男
今 金 音楽愛好 会
高橋政 子
北村八重 子
今金町商工会姉人部
山本ミ ヨ
中 皇 老 人 ク ラブ

今金 民 稲 研 究 会
阿部貞子
能代 毅
中村恭子
樋川姉人会
阪爪ハルエ
立正佼成会的山支部
金 原老人クラブ

《東京都》
大庭玲

《倶知安町》
細川徹
《北楢山町》
楢山北高合唱部
《今金町》
稲船昭範
今金町 『千葉げん太」

後援 会

子

男

は

つ

め

い

し

ま

ゆ

り

ん

か

ぜ

ひ

か

一
仇

名

刺

眉

漆

F
1
7
凪

え

る

伊

藤

本

会

一

は

る

ほ

ぐ

く

ち

な

か

，

一
本
の
い
も
は
了
、
ハ
ソ
解
れ
[
恨
の
A
T

杉

本

め

い

'

ほ
ほ

ふ

に

と
げ

ね
こ
やU
M
E

，
婚
に
触
る
和
毛
の
や
す

l
給

抑

今

村

h
w
井

手

，

か

ん

ば

っ

き

か

に

お

い

ひ

あ

し

の

'

'
向
伐
の
ネ
の
令
匂

hV
7

d
仰
仲
ぶ

芽

貿

易
き
え

J

こ

ろ

た

す

べ

え

こ

う

ま

一
れ

M
V
T
ば
h

丸

三

例

刊

吋

た

る

停

止

す

か

な

阪

井

み

え

い

へ

い

し

だ

こ

さ
け

あ
お
や
h
e

，
兵
士
化
{
手
ら
の
叫

V
や

骨

hw

格

村

直

子

，

へ

い

わ

う

え

な

か

ぜ

ひ

か

'
乎
'
村

T
P止
、
、
の
よ
を
き
も
の
ぬ
え
る

4
L

伊

予

'

，

223来
ふ
り
仮
名
は
不
要
で
す
が

M

雄
も

f
t
tu
i-
り
あ
え
て
話

し

て
い
ま
す

・

¥

め

自
動
車
税
は
、
毎
年
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
.
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

園

詳
し
く
は
、
情
山
支
庁
総
務
部
税
務
課
納
税
係
に
お
問
い
合
わ
せ
〈

納
め
て
い
た
だ
く
方
は
、

4
月
l
日
現
在
で
陸
連
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者
で
す
。

園
だ
さ
い
.
E
0
1
3
9
5
1
2
1
1
0
1
0
内
線
2
3
6
1〉
道
税

(ロ
1
ン
で
購
入
し
た
場
合
な
ど
で
所
有
権
が
売
主
に
有
る
場
合
は
、
貿
主
で
あ
る
使
用
者
が
納
税
義
務
者

園
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
道
税
ホ
l
ム
ベ
1
ジ
で
も
お
受
け
し
て

で
す
。
)
な
お
、納
税
に
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

園
お
り
ま
す
.
(
Z
Z
¥
¥胃
1

2
0
E
E
a
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ω
o
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c
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室
l
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空
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問
い
合
わ
ぜ

舎
金
町
教
育
委
員
会

開

U
2
1
3
4
8
8

的な言語ミを取り上げて解説していきます。

「遺跡と史跡」

遺跡とは過去の人類が土の中に残した痕跡のすべ

てを指します。例えば、住居や基のような、大地に

しっかりと造りつけられたものから、ゴミ捨て場の

ような単なる物の集合体も遺跡です。採石場や砂金

場り場のように、自然な状態から明らかに人の手に

よって物がぬき取られた場所も逃跡に当たります。

このように、人が何かしら関係した場rfrを遺跡とい

うわけです。

ピーリとビーカでおなじみのカイギュウ(ジュゴ

ンの仲間)の化石が発見されたのも美利河です。こ

れは人が北海道に波ってくる前の120万年前という

古い時代のもので、もちろん人は関わっていません

から、化石が発見された場所は泣跡ではなく、化石

産出地と呼ばれます(化石とはfUJ植物の逃体が岩石

や士層中に残ったものです)。

さて、全国にはたくさんの遺跡があります。この

中で歴史的に意義深い遺跡については、永く保存し

後世へ伝えていく必要があります。国ではこのよう

な特に重要と思われる遺跡を史跡として指定し、み

だりに荒らされる

ことのないよう保

存・管理することと

しています。ピリ

カ遺跡は10万ぱの

範囲が平成 6年に

史跡に指定されま

した。

広
め
よ
う
l
声
か
け
子
ほ
め
運
動

見
つ
め
よ
う
1
・
み
九
な
の
宝
物

H

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

1
す
・
H

市
街
地
で
は
登
校
す
る
子
ど
も
た
ち
か
ら

元
気
な
声
が
響
い
て
き
ま
す
。
時
に
は
顔

に
党
え
の
な
い
子
ど
も
か
ら
声
を
か
け
ら

れ
る
こ
と
も
。
清
々
し
い
気
持
ち
で
朝
を

迎
え
ら
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
「
い
い
顔
い
い
声
い
い
心
」

を
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
て
い
る
今
金

小
学
校
が
勧
め
て
い
る
声
か
け
運
動
が
子

ど
も
た
ち
に
定
着
し
て
き
た
よ
う
で
す
。

教
育
委
員
会
で
も
、
今
年
か
ら
あ
ら
た
め

て

「声
か
け
子
ほ
め
運
動
」
を
般
同
倒
的
に
働

き
か
け
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
願

い
と
す
る
と
こ
ろ
は
、

町
の
宝
物
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
を
地
域
の
大
人
み
ん
な
で
健
や

か
に
育
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

残
念
な
こ
と
に
、
本
町
の
よ
う
に
小
さ
な

町
で
も
、
同
じ
町
内
に
住
む
子
ど
も
た
ち
で

さ
え
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
難
し
い
時
代

と
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
以
前
は
あ
っ
た

大
人
と
子
ど
も
を
つ
な
い
で
い
た
粋
も
薄

ら
い
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
町
の
将

来
を
担
う
の
は
、
今
も
昔
も
子
ど
も
た
ち
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
子
ど

も
た
ち
に
地
域
，
く
る
み
で
愛
情
を
注
ぎ
、
今

金
に
伝
わ
る
様
々
な
遺
伝
子
を
後
世
に
伝

え
る
の
は
、
今
に
生
き
る
大
人
の
役
割
で
あ

る
は
ず
で
す
。

今金町スポーツ情報誌
『イマスポJのお知らせ

みんなで今金町

を接こう!

人
々
の
交
わ
り
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
大

人
を
、
そ
し
て
大
人
が
子
ど
も
た
ち
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
も
同
様
で
す
。
日
常
的
に

行
え
る
手
段
と
し
て
声
か
け
運
動
は
、
正
に

品
適
と
い
え
る
の
で
す
。

ま
た
、
互
い
に
理
解
し
合
い
、
認
め
合
う

こ
と
は
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に

つ
な
が
り
ま
す
。
意

識
し
て
お
互
い
の
良
さ
を
認
め
合
う
姿
勢

を
つ
く
る
こ
と
の
大
事
さ
を
あ
ら
た
め
て

考
え
て
み
る
必
裂
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

子
ほ
め
は
、

一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
長

所
を
認
め
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
か
せ
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
自
信
と
向
上
心

を
取
り
戻
そ
う
と
~
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
 .
 

す
る
運
動
で
す
。

H

E

H

そ
う
し
た
子
ど
も
日

韓

日

た

ち

は

や

が

て

日
浦

』

山

し
っ
か
り
と
地
域
…
引
き

3
7む

を
受
け
継
い
で
く
日
デ

'元
円
い

τ』
-H

れ
る
町
の
宝
物
に
日
以

F
K

パ

育
つ
は
ず
で
す
。

日

目

白

川

更
に
輝
く
宝
物
に

H
W
う

日

ょ

う

育
む
た
め
に
、
積
極
日

あ

け

こ

う

う

日

的
に
子
ど
も
た
ち
一
ー
か

聞

ょ

う

よ

日

に
働
き
か
け
て

中
…
州

間

前

蹴

町

駁

…

き
た
い
も
の
で
す
ー

.

・

・

・

・

・

.
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今金町にどんなスポーツ団体があって、

のような活動が行われているの?

また、スポーツ教室や大会の情報が乏しいなど

様々な声が最近聞こえます。

また、既存のスポーツ団体も、会員の減少や指導

者不足活動のマンネリ化など多くの問題を抱えてい

ます。

そこで、 町体育備導員会では、個々のスポーツに

関する情報を編集し町民に提供することにより、団

体の活動、指導者の紹介や大会 ・教室の募集、町民

の声など、スポーツ情報誌 「イマスポj を通してス

ポーツの輸を広げていこうと考えています。

各団体や町民のご協力を頂きな

がら、みんなでスポーツを通じて

明るいまちづく りを目指して発信

いたします。

『イマスポ』の問い合わせ先

今金町教育委員会事務局

(包2-3488) 

どこでど近年、健康や余暇の活用など関心が高まっており

それぞれのライフスタイルに応じた志向となってい

ることから、凹T教育委員会でも様々なスポーツ事業

を展開しております。第2次今金町社会教育中JVI計
画の中でも、IIIJ民一人ひとりの「あるけあるけ運動」

の推進を重点に掲げられております。

昨年は、HlJのウォーキングマ ップの作成や、春、

秋のウォーキングの集いの実施など啓発事業を行い

ました。少しずつですがその成架が、見られHlJの中

でもウォーキングを実施している人が多く見受けら

れるようになりました。

今年も、 5月25日(日)春のへルシーウォーキン

グを奥美利河コースで実施する予定です。歩くこと

皐掴の楽しみを町民みんなで

体感してみましょう。

春のウォ キングの集い
については、後日新聞折り

込みで募集いたします。

. おを IIIJI舌館ん への書口 口 口 らを 町T
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側 証忌 ~..・晶、〉 ・E 利河旧石器文化館でそれにまつわる

j抑制 7・121ト '11糊を学ぶ事ができます。私は、早

(.C.O;~UJDJI:( :ll・ーヲ、-くそこを訪れてみたいです。子ども

N広1121 の頃、雨の日によく父にクライスト
|チャーチ問物館に連れて行っても

昨年は美利河で何度か野外で焼き |らって以来隙物館は大好きです。私

肉をしました。川や森の側で煙がた |は、考古学者に感心しています。彼

つのを見たり、1;1;1の焼ける臭いをl県|らは、信じられないほど我慢強く慎

ぐのは非常に心地いいものです。冷 |重な傑偵のようです。一般人が、普

たい飲み物を片手に、これ以上何を 1段接することのできないものを詳し

望むのでしょうつ |く説明してくれます。わたしは、長

1万5千年前の美利河では古代人|年調査研究した、今金町の学芸員や

が肉を焼いて食べていたと恩われま 1その他大勢の協力者逮に感謝してい

す。実に感慨深いものがあります。iます。

彼らがどのような顔つきだったか?I ところで、残念なことに先月パク

どのような考えをしていたのかワど|ダット博物館でいくつかの世界的に

のくらい言葉を話していたのかつ今|貴重な装飾品が破壊されたり、盗ま

の私たちにはわかり ません。しかし、 |れたりしたことは大変悲しい事です。二

今月美利河にオープンする今金町美|

空旦ピ付!日石器対防td-信
-オープン|こ向けて動き出す

平成12年度より進めて参りましたピリカ遺跡保存

楚備事業は昨年度をもちまして完了し、本年度から

オープンする 「ピリカ旧石?ffi文化館」を拠点に、ピ

リカ逃跡の持つ歴史的な意義を広く一般の方々へ情

報発信していきます。現在、施設内の展示作業や図

書の搬入、パンフレット等の制作など、オープンに

向けて大急ぎで準備しているところです。

去る 3月8・9目、追跡ボランティアの方々を対

象とした石総づくりセミナーを開催しました。先月

号の広報誌の表紙写其を党えていますかっあの写真

は日本一の石総づくりの名人である松沢亜生先生に

指導を受けながら、調IJ長い石のかけら(石刃)を取っ

ているところだったのです。 14名の受純生さん、な

かなか思うように石が害IJれず、難しく感じる人が多

いようでした。ボランティアの方々には、遺跡の案

内や学芸員の行う体験学習事業のアシスタントをお

願いする予定です。

オープンは 5月下旬の予定です。日程は決まり次

第、新聞 ・チラシ ・ポスター等でお知らせいたしま

す。

一ことばの解説ー①
考古学でmいる言葉は聞き慣れないものが多く、

考古学をわかりづらくしている障害の一つです。こ

のコーナーでは、ピリカ遺跡を理解する上での基本

• (e 
7日ω今金町ス

本部総会
19:00~総合体育館

面白面T昔主主蚕語t益三きー
一一ょ竺00三竺習竺'/'7二

12日(月)今金町スポ ツ指導員
実技講習会
19:00~総合体育館

17日同 |今金町スポ ツ
本部結図式・
体力テス卜会
13:00~総合体育館

1回今金剣道大会
OO~総合体育館

シーウォー
キング
9:00~美利河地区

C白
|子育てホットラインは、 ~i' !.~.Iです。(不在の時や夜間は留守番電話m五百王亨了「
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健訟を受けて明るい健康づくり
(保健編祉課健康づくり係国保係)んなの健康

いひ
臨まと
基せり
在んで
~ 1)¥ 悩
E ?ん

痴
呆
症
と
は
、
進
行
性
記
憶
障

害
を
き
た
す
さ
ま
ざ
ま
怠
疾
患

を
総
称
す
る
こ
と
ば
で
す
。

痴
呆
症
に
か
か
る
と
、
た
と
え

昔
の
こ
と
は
思
い
出
せ
て
も
新

し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
ず
、
た
っ

た
今
し
た
こ
と
を
、
言
っ
た
こ
と

を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

時
間
や
方
向
性
が
損
な
わ
れ

る
ほ
か
、
言
い
た
い
こ
と
ば
を
思

い
出
せ
な
か

っ
た
り
な
ど
、
新
し

い
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

時
が
経
つ
に
つ
れ
、
食
べ
る
・
着

る
・
洗
う
と
い

っ
た
日
常
生
活
の

基
本
す
ら
ひ
と
り
で
は
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
な

く
な
り
、
失
禁
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
と
き
と
し
て
い
わ

ゆ
る
問
題
行
動
も
出
現
し
、

ー
日

中
介
助
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

主
な
痴
呆
症
と
し
て
以
下
の

2
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

6
月
日
日
同

1
初
日
倒
と

し
べ
つ
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て

住
民
検
診
が
行
わ
れ
ま
す
。
住

民
検
診
は
次
の
よ
う
な
検
診

内
容
と
な

っ
て
お
り
、
初
歳
以

上
の
今
金
町
民
の
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

①
霊
旗
健
診

身
体
制
測
、
血
液
検
査
(
血

中
脂
質
・
貧
血
・肝
機
能
・腎
機

能
・血
糖
・尿
酸
値
)
・尿
検
査
・

血
圧
測
定
で
す
。
希
望
に
よ
り

心
電
図
・眼
底
検
査
、
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
症
検
診
(
血
液
検

査
)
も
受
け
ら
れ
ま
す
。今
年

よ
り
新
し
く
尿
殴
値
も
検
査

項
目
に
加
わ
り
ま
す
。
(
料
金

。
側
円
)

②
結
骸
・
肺
が
九
験
診

初
歳
以
上
は
結
核
検
診、

ω

歳
以
上
は
結
核
・肺
が
ん
検
診

と
し
て
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
近
年
全

国
の
動
向
と
同
じ
よ
う
に
今

金
町
で
も
、
高
齢
者
の
結
核
患

者
や
肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
者

が
で
て
い
ま
す
の
で
、
早
期
発

見
早
期
治
療
の
た
め
に
、
是
非

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
(
料

金

制
円
)

①
脳
血
管
性
痴
呆

脳
血
管
性
痴
呆
、
あ
る
い
は
多

発
梗
塞
性
痴
呆
と
も
い
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
小
さ
な
脳
梗
墾
が
た

く
さ
ん
起
こ
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
じ
る
痴
呆
症
で
す
。
小
梗
塞
が

起
こ
る
た
び
に
脳
の
血
流
が
遮

断
さ
れ
、
局
所
の
神
経
細
胞
が
死

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
脳
級
塞
は
高

血
圧
を
原
因
と
し
て
生
じ
、
脳
血

管
が
破
れ
た
り
詰
ま

っ
た
り
す

る
こ
と
で
脳
へ
の
血
液
の
供
給

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ひ
と
つ
一
つ
の
小
梗
塞
が
も

た
ら
す
障
害
は
軽
微
で
あ

っ
て

も
、
こ
れ
ら
が
た
く
さ
ん
生
じ
る

と
脳
血
管
性
痴
呆
の
原
因
に
な

り
ま
す
。

②
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
l
症

脳
血
管
性
痴
呆
と
は
異
な
り
、

大
脳
が
萎
縮
(
縮
む
)
こ
と
に
よ

り
痴
呆
症
状
の
進
行
が
認
め
ら

れ
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

l
症
は

あ
る
程
度
の
診
断
は
可
能
と
な• • 

からだ大切にしていますか?
住民験診をうけま世IdJ'?

保健福祉課健康づくり係

③
肝
炎
ウ
イ
凡
ス
職
診

基
本
健
康
診
査
受
診
者
の

う
ち

ω-MW・印
・日・

ω-m
-

m歳
の
方
に
希
望
に
よ
り
節

目
検
診
と
し
て
行

っ
て
い
ま

す
。文
、
判
歳
以
上
で
次
の
い

ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
し
て

お
り
、

且
つ
定
期
的
に
肝
機
能

検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
も

対
象
に
な
り
ま
す
。

*
過
去
巴
肝
機
能
異
常
を
指

摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
万

*
広
範
な
外
科
的
処
置
を
受

り
ま
し
た
が
、
原
因
に
つ
き
ま
し

て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

脳
血
管
性
痴
呆
及
び
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ

l
症
に
お
い
て
症
状
に

そ
れ
程
差
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

接
し
方
や
ケ
ア
の
方
法
に
多
少

の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
早
期
の
発
見
に
よ

り
、
正
し
い
接
し
方
や
介
護
方
法

を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
は
、
今

後
介
議
を
す
る
に
あ
た
り
介
殺

す
る
方
の
精
神
的
な
負
担
の
軽

減
や
、
痴
呆
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
な
ど
の
点
か
ら
、
非
常
に
重
要

な
こ
と
と
い
え
ま
す
。

在
宅
介
畿
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
痴
呆
性
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
方
を
対
象
に
「
痴
呆
高
齢
者

介
護
者
の
集
い
」
及
び
全
町
民
を

対
象
に
「
ふ
れ
あ
い
介
護
講
演

会
」
の
開
催
の
ほ
か
、
痴
呆
症
の

に
つ
い
て
の
相
談
を
随
時
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

痴
呆
症
は
早
期
発
見
が
重
要

で
す
。
「
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い

で
」
問
題
解
決
の
道
を
一
緒
に
探

し
ま
し
ょ
う
。

総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
内

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

合

2
2
7
8
0

け
た
こ
と
の
あ
る
万

*
妊
娠
・分
娩
時
巳
多
量
巴
出

血
し
た
こ
と
の
あ
る
万

但
し
、
平
成
凶
年
度
に
こ
の

検
診
を
受
け
ら
れ
た
方
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。
検
査
方
法

は
血
液
検
査
の
み
で
す
。
(料

金
制
円
)

④
前
立
腺
が
九
験
診

対
象
は

ω歳
以
上
の
男
性

で
、
簡
単
な
血
液
検
査
で
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
(
料
金

問
円
)

そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
は
、
折
込

チ
ラ
シ
及
び
回
覧
等
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
①
④
の
検

診
料
金
は
叩
歳
以
上
及
び
生

活
保
諮
受
給
者
の
方
は
無
料

で
す
。短

時
間
で
気
軽
に
検
診
を

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
是
非
こ

の
機
会
を
ご
活
用
下
さ
い。
住

民
検
診
は
予
約
制
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
は

保
健
福
祉
課
鍵
康
づ
く
り
係

官

2

2

7

8

0
ま
で
!

エキノコックス症に要注意!
エキノコ ックス症はエキノコ ックスという寄生虫が原

因で肝臓が侵される病気です。道内では毎年10名程度患

者がでており、今金町でも患者がでています。感染から症

状が出るまでに数十年かかるので、初期のうちに検診等

で見つけることが大切です。 (} <."l 

Oどのようにうつりますか? 1U伺
→エキノコ ックスが寄生したキツネやふんを触ったり、

ふんがついた山菜などを口にするとうつる危険があり

ます。

0どのように防ぐのですか?
→エキノコックスを口に入れないよ うに①帰宅後よく手

を洗う。②沢水は飲まない。③山菜などはよく火を通

す。キツネを家に近づけないように④生ごみなどはき

ちんと片付ける.⑤キツネにえさをあげない等などが

大切です。

-持ち物1>母子健康手帳・予診票。予診票は病院に備え付
けてあります.
[お問い合わせ・お申し込みは]
健康づくり係 'B 2 -2780 

予、防寸抱一種

置率置函B
.対象1>対象者には3月に日程表にてご案内しています。
.月日・時間・場所1>
岩間医院担当日。 5月初日附-22日(村13:30-16:00

場所岩間医院
富田医院担当日 5月21日附-23日ゆ013:30-16:20

場所富田医院
国保病院担当日。 5月21日同-26日(日)14:30-15:00

場所国保病院
E'I~垂諸冨臨1~!; r;i1~in:-i目
.対象1>小学校6年生(11・12歳)
.月日 ・時間・場所1>
岩間医院担当日 6月3日似J-5日附13:30-16:00

場所岩間医院
富田医院担当日 ・6月4日同-6日倒13:30-16:20

場所富田医院
国保病院担当 日 6月4日附-9日(11)15:00-15:30

場所国保病院

• • 
が

の

等

す

証

ま

険

り

保

な

康

と

健

要
で

必

の

も

す

証

ま

者

。り

給

す
な

受

ま

と

療
0

り
様

医
刊日

な
同
人
♂

と
と

老
ト

要
院
。
は
れ

必
病
す
方
λ

が
は
ま
の
く

込
等
り
上
な

申
費
な
以
れ

約
療
と
歳
忘

予
治市声明
山お

。。必。で

6月
(受付)13:30-13:45 

野顎需喜10月-11月生まれの子
@月日1>6月11日(村
・時間1>(受付)14:00-14: 15 

0検査はありますか?
→エキノコックス症は簡単な血液検査で調べられます。

医療機関や6月の住民検診で行っているエキノコック

ス検診にて、 5年毎に検査を受けましょう!。

(保健福祉課健康づくり係)

す〈す<:liiiぢιやJí叙室:'J離手L菅~if，苔7
.対象じ〉生後4ヶ月から 11ヶ月の赤ちゃん
.月日1>6月5日(本)
.内容1>①講話②調理実習③拭食・交流会
.場所じ〉としべつ保健センター
※対象者には個別通知いたします

EE詰草間r.;冒墨田昌医書留

亨苅員長5而百平9月-10月生まれの子
.月日1>5月28日(ホ)
.時間1>(受付)14:00-14: 15 

【各相談・健診共通】
・場所1>総合福祉施設内保健センター
・持ち物1>母子手帳・タオルなど

13 :30-15 :00 

-

夜

血

ス

検

と

係

一

時
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①
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制
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血
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生
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γ
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射
査
山
診
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献
す
タ
合

皐
日
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検
カ
検
③
桝
ま
ン
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弘
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初

査
図
肺
ん
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高
り
セ
内庁

&

小
診
柵
誌

が

ωの
な
健
申

慎一
四
引
割
論
貯
時
杭

-月
あ
基
検
診
③
M

山
崎
が
し
要

-
6
間
①
液
検
診
①
げ
③
と
必

-

b

h

v

b

h

v
が

-

日

容

金

所

約

-
月
内

料

場

予

で

-・・・・
※ま

地官健蔵可百言葉

【あったからんど1
.対象じ〉全住民
.日時じ>5月27日W-6月10日W
.場所bあったからんど
* 14:30-14:45までスンドコ体操・ストレ ッチ体操を
行っています.

【美利河地区健康相談]
.対象1>美利河地区住民
.日時じ>6月3日W 14:00-15:00 
.場所じ〉美利河生活館

・内容(各地区共通)じ〉健康相談・血圧測定・尿検査

cm 
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5)'13日 岩 間 医院(今金)雪2-0057 
4日北柏山町国保病院(北槍山)~4 -5321 
5日 今金国保病院(今金)号 2-0221 
11日北柏山町国保病院(北袷山)~4 -5321 
18日楢崎医院(瀬棚)~7 - 302 1 

25日道南ロイヤル病院(北松山)~4 -5011 

( 6月分については予定です)

16月 1日今金国保病院(今金)~ 2 -02 2 1 
8 日道南ロイヤル病院(北約山) ~ 4 - 50 11

15日瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚)包 7-2'170 
22日北槍山町国保病院(北約山)~ 4 -5321 

※当番医が急きょ変更となる場合がありますので、

ご了承ください。 両日
署Eヨ午前10時から正午まで ぺ正....日礼q

ト1 ・午後 1時から 3時まで ~ず

運転免許証

更新時講習のご案内

人口 6，7 7 2人
男 3，249人
女 3，523人

世帯数 2，690世帯

も税μaうおめごとう

庫元 事iFFちゃん 3月19日 (保護者

山 崎 騎士ちゃん 3月19日(保護者
古川る

浅井 み却ちゃん 3月21日(保護者

間]河孝33%ん 3月25日(保護者

黒宮君影ゃん 4月 1日(保護者

安達 琉歌ち九 4月4日(保護者

岸 尖晶ちゃん 4月8日(保護者

齢 いつまでもあ幸せ1;::

3/27 村瀬 一人さん(八束初回)・江上 希さんは櫓山町)
4/1 鈴木 忍さん(鈴岡第二)・筒井 祐子さん(鈴岡第二)
4/1 田中徳治さん(旭町)・橋元 智美さん(札幌市)

4/5 下本晃弘さん(御影)司F小林美奈さん(寿都町)

4/5 尾形 裕之さん(南 町).小林ひろみさん(京都府京岡市)

セ宏一お 4やみ司王 5しあげます

原 口 ス ヱさん 3月23日 90歳(中 種川)
小林孝子九 3月23日 52歳(緑 町)
土井タ ヱさん 3月24日 96歳(トマンケシ)
山崎 き みさん 3月24日目l歳(八東宮の下)
山本シゲノ九 3月28日 82歳(下豊田)
須田シマ九 3月29日 87歳(金原宮前)
仁木治三郎九 4月 5日 102歳(豊 受)

4月16日受付分まで

き

前月対比

(ム94)
(ム44)
(ム50)
(633) 

民の勤
立E茎盟査

住

-優良講習(30分講習)

-今金町民センタ

5月22日(午後 1時)

-北檎山町農村環境改善センタ-

5月8日、 6月5日(午後 1時)

・般講習(1時間講習)

-北檎山町農村環境改善センター

5月8目、 6月5日(午後 2時)

・違反・初回講習(2時間講習)

-北檎山町農村環境改善センタ

5月16日、 6月12日(午後 1時)
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今金町の交通事故発生状況
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3月発生

発生件数 1件

死者数 O名
傷者数 1名

※ 55運動(スピードダウン・シ トベルト着用)
で交通事故を未然に防ごう l

交通事故死ゼ口日数 246日

「子どもと高齢者」を
交通事故から守ろう一一

春の全国交通安全運動が5月11日(日)

~20 日(火)までの 10日間にわたり実施さ

れます。

0・0・重点 目標として・0・o
|スピードの出し過ぎ防止|

|シートベルト着用の徹底1
を目標として展開されますので交通事故

「ゼ口」をめざして、関係機関自治会等は

lもとより町民一丸となって交通安全に努

lめまし ょう。
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ffi) @ 直 国 環境に優しい再生紙と大豆

インクを使用しています。

ホームページアドレス hllp:l/www.hakodale.or.jp/ima kanel 

Eメールアドレス imakane@hakodale.or.jp


